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近代家庭教育論における理想的母親像の形成

-ペスタロッチ-の妻アンナ像の受容をめぐって-
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The Establishment of an Image of the ideal Mother in the Theory of Modern Home Education

- The Receptin of an Image of Pestalozzi's Wife Anna -

Yumiko Suzuki

Since 1987, there are new tendency of Pestalozzi research. In this tendency, Mrs.Anna, Pestalozzi's

wife, appeared one of the modern woman who thought and behaved herself. In Japan, from early 20th

century.Anna has regarded as the most suitabale wife for Pestalozzi, because of her perseverances and

submissions, and this view still remains today.The purpose of this paper is to make clear the reason why

the image of Anna has unchanged in Japan.

The reason why Anna has idolized is explained from two points. One is the influences of "a principle

of good wife and wise mother (Ryosai Kenbo Syugi)" as a national policy in Japan. And another is the

influences of the social class that received the Pestalozzi's educational ideas in Japan. As the result, it is

important for the re-interpretation of Pestalozzi to think about the influences of the national policy and

the social structure of the times received his ideas.

Key words : Pestalozzi, the image of ideal mother, the theory of home education,ペスタロッテ一,理想的

母親像,家庭教育論.

はじめに

1970年代にはじまるポストモダンの思潮は、

教育学研究にも大きな影響を与えてきた。従来の

枠組みはずしと新たなる枠組みの提案が求められ

ており、その方法論をめぐって議論がおこなわれ

ている。ペスタロツチ一研究も例外ではない。

1987年にベルン大学で開催された国際シンポジ

ウム「ペスタロツチ-の遺産-彼の擁護者に対す

る弁明」を転回点として、スイスにおけるペスタ

ロツチ一研究は今新たな地平に立ちつつある(1)。

トレーラーが指摘するように、ペスタロッテ-を

英雄視して、ただ賛美する時代は終わり、歴史的

文脈において批判的に吟味すること、それととも

に、批判的に吟味する際の視点と方法を確立する

ことが必要となってきている(2)そのためのひ

とつの視点として、本論では近代家庭教育論にお

いて理想的母親像がどのように形成されてきたの

かについて、とくにペスタロソテーの妾アンナ像

の日本への受容を中心にして考察することにす

m

1996年1月におこなわれたペスタロツチ-生誕

250年記念式典で、ペスタロツチ-の歴史的貢献

や今日的意義に関する報告・講演とならんで重要

な位置を占めたのは、今日的なアンナ解釈であっ

た(3)。ここでは、幾度となく訪れた困難に際し、

アンナが自立した近代的な女性として才能を現

し、ペスタロツチ-を支えたことが指摘されてい

る。アンナはたしかに「ペスタロツチ一にふさわ

しき妻」であったが、もっぱら夫の陰に隠れてい

たのではなく、自分の意志と能力で夫のために全

力を尽くした女性であったと、評価されているの

である(4)。

また、 1996年に出版された『ペスタロッテ-の
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足跡』のなかでは、 「アンナの力は有徳さ

(Tugendhaftigkeit)、勇敢さ(Tapferkeit)ならび

に献身的な意志(Aufopferungsbereitschaft)にあ

り、ペスタロツチ-もそれゆえに彼女を愛した」

といったアンナ評価がなされている(5)。また1798

年に、ペスタロツチ-がひとりシュタンスへ赴く

際にもアンナが反対したという事実、ペスタロツ

チ-はノイホ-フでの仕事を継続させるために、ア

ンナをひとり残したという事実が示されている(6)

従来のような「ペスタロツチ一にふさわしき妻」

としてのアンナ像に加え、ひとりの女性として生

きたアンナ像が示されてきているといえよう。

これに対しわが国においては、アンナ像に対す

る体系的な批判的検討がなされてきたとはいえな

い(7)。アンナは「ペスタロツチ一にふさわしき妻」

として、いかなる苦難においても忍従し、夫を陰

になって支えた理想的女性像を提供し続けている

といってよいだろう。

本論の課題は、理想的母親像としてのアンナ像

が日本において受容された要因をさぐることで近

代家庭教育論における母性愛重視の歴史的社会的

意味を明らかにすることにある。そこで本稿では、

ペスタロツチ-のいう母性愛の内実を示し、それ

との比較において日本で受容されたアンナ像の特

質を示す。次に日本における理想の母親像として

の良妻賢母主義との関連でアンナ像受容の歴史的

社会的意味について検討する。

1.ペスタロッチー教育学における母性観の

内実とその歴史的意味

(l)ペスタロッチー教育学における母性観の内実

一道徳・宗教教育との関連で-

ペスタロツチ-教育学における母性愛の重視

は、スイスにおける近代化のなかで、封建的秩序

にかわる人間結合の基礎を形成するという社会的

役割をもっている(8)ペスタロツチ-は、革命

を洞察し、政治体制の変革ではなく、むしろ政治

体制を構成する人間を形成する教育の改革が重要

だと認識する。新しい社会には、それにふさわし

い人間を育成することが必要なのである。新しい

社会の原型を、ペスタロツチ-は1291年の盟約当

時のスイスに求める。自主的な人間が、愛によっ

て結合する社会、それがペスタロツチ-の求める

社会である。そこで人間教育の課題は、母性愛に

由美子

よって自己克服力をそなえた人間を育成し、愛情

による人間結合を可能にすること、すなわちスイ

ス的な社会結合を再興すること、にあると考えら

れる。この意味で母性愛が重視されたのである。

このことは、ペスタロツチ-の母性観が、時代の

道徳・宗教教育と深いつながりをもっていること

を示している。

ペスタロツチ-が道徳・宗教教育論を体系的に

構想しはじめたのは、 1798年のスイス革命以降で

ある1798年以降のスイスは、ヘルヴェ-チア共

和国時代(1798-1803)、調停時代(1803-15)、

復古時代(1815-30)と、保守と革新が入れ代わっ

た時代であった。こうした変動の時代のなかで、

ペスタロツチ-の母性観は、道徳・宗教教育論の

深化とともに質的変容をとげている。

スイス革命前に執筆された主著『隠者の夕暮

Abendstunde eines Einsiedlers, 1780』に述べられ

ているように、 1780年代のペスタロツチ-の道

徳・宗教教育論の基本的原則は、 「自然の道Bahn

derNatur」を探究し、それにそった形で子ども

の発達を促すことにあった。彼によれば「満足し

ている乳飲み子は、その道[自然の道一往・鈴

木]において母が自分にとって何であるかを知っ

ている。しかも母は幼児が義務とか感謝とかいう

音声も出せないうちに、感謝の本質たる愛を乳飲

み子の心に形作る。」(9)

人間の最内奥にあって、自己の安らぎを求める

感情が、 「自然の道」の基礎であり、それはやが

て神-の信仰へとつながる。 「単純と無邪気、感

謝と愛とに対する純粋な人間的の感情が信仰の源

泉である」 (10)からである。彼にとって「袖ま人

類に最も近い関係」であり、 「神に対する信仰は、

すべての知恵とすべての浄福との源泉であり、か

つまた人類の純粋な陶冶へいたる自然の道でもあ

る」(ll)こういう点から考えて、ペスタロツチ-

は宗教性の基礎として人間の感情や感性を重視

し、感情や感性から信仰-といたる個人的内的な

道すじを、 「自然の道」とよんだといえる。 「自然

の道」にそった発達のプログラムは人間に内在し

ているのであり、環境を整えれば人間は「自然の

道」にしたがった発達を遂げることができるとい

うのである。

こうした連続的な道徳・宗教教育論を深化させ

る大きなきっかけとなったのが、かのフランス革
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命である。 1789年に勃発したフランス革命は、ル

ソーを信奉し、革命に期待をかけていたペスタ

ロツチ-を失望させるものであった。革命後、フィ

ヒテとの出会いに刺激されて執筆した『人類の発

展における自然の歩みについての私の探究Meine

Nachforschungen fiber den Gang der Natur in der

Entwicklung des Menschengeschlechts, 1797』に

は、人間観の深化が如実に示されている。

この著作のなかでペスタロツチ-は、人間を自

然状態、社会的状態、道徳的状態の三状態におい

てとらえる見解を示している。ここで彼は、道徳

状態を人間が求めるべき最高の状態として設定す

るとともに、その状態をもたらす主体が「わたし

自身」であることを言明している(12) 『隠者の

夕暮』において示されていた、感情や感性からの

宗教性への連続的発達は否定され、かわって非連

続的な契機が示される。彼によれば人間は、本来

の自己である自然状態への憧懐をもちながらも、

人為的に作られた社会的状態のなかで「中間的存

在」として存在せざるをえない。しかし社会的状

態のなかでの自己の「奇形化」にとどまることの

できない人間は、 「いのちがけの跳躍」をへて、

道徳的状態へと高まることを求めるのである。

彼によれば、 「道徳は個人においては、自己の

動物的本性ならびに社会的諸関係と最も緊密に結

び合っている。しかしその本質から見れば、道徳

はまったくわたしの意志の自由にもとづいてい

る。すなわち道徳は、わたし自身をわたしの動物

的欲望から自由なものとして、わたし自身のうち

に感ずることができるという、わたし自身の性質

にもとづいている」(13)感性的な動物的な側面

が人間に内在することを認めるとともに、それを

超えて人間的に高まろうとする意志もまた人間に

内在することが示されている。こうした発想の転

換が、 『ゲルトルート児童教育法Wie Gertrud

ihre Kinder lehrt, 1801』のなかで、道徳・宗教教

育の方法論として示されている。

『ゲルトルート児童教育法』第13倍、第14信は、

道徳・宗教教育論をとりあつかった部分である

が、ここでの問題提起は、神の概念はどのように

して人間の心のなかに芽生えるのか、という点に

ある。その答えとしてペスタロツチ-が示すのは、

「愛と信頼と感謝の感情、ならびに従順の能力は、

わたしがそれらを神にささげることができるまえ

に、わたしのうちに育成されていなければならな

い」(14)ということである。そしてそうした感情

が生まれる源泉として、母親と子どもとのあいだ

に見られる関係をあげている。なぜなら、 「信仰

によって神に帰依するすべての感情の萌芽は、そ

の本質からみて、幼児がその母親への愛着を生み

だす萌芽と同じもの」(15)だからである。

この萌芽が、そのままでは実を結びえないとす

るところに、ペスタロツチ-の新たな見解が示さ

れている。彼によれば、 「わたしの教授法の本質

はすべて幼な子と母とのあいだに見られる自然の

関係から出発するが、それは本質的には、ゆりか

ごの時期から教授を母と子との自然の関係に結び

つけ、それを連続的な技術によって創造主に対す

るわたしたちの帰依が依存する情調と同じ情調の

うえに、うち立てようとする技術にもとづいてい

る」(16)人間の感情や感性と宗教性との断絶を

認めたうえで、それでもなおそれらを結合するた

めに、教育技術を必要とする立場を示しているの

である。

この際、もっとも重要なことは、母親がこの断

絶を自己の愛情でもって結合することである。母

親は「神の代理人」であり、宗教性の基礎を培う

存在である。ペスタロツチ-の道徳・宗教教育の

実質的基盤を担うのは、母親の愛であることがこ

こで強調されているのである。ただし、この時点

ではペスタロツチ-は、母親に自然的に備わる、

いわば本能的母性愛を重視しており、母性愛の覚

醒が必要だとしている。

『ゲルトルート児童教育法』において、母親の

愛情を重要な契機とした道徳・宗教教育論は、『わ

が時代およびわが祖国の純真、誠意ならびに高潔

な精神に訴えるAn die Unschuld, den Ernst und

den Edelmuth meines Zeitalters und meines

Vaterlandes, 1815』においては、 「生活の道Bahn

derLeben」に統合されている。感性から宗教性

への断絶は意識されているが、その断絶は、家庭

における生活現実のなかで解消されうることが示

され、より内的連続的な発達観が示されている。

彼によれば、 「道徳性は未発達な感怪的な愛か

ら発芽」し、 「感性の死から、その花咲く春の危

険を凌いで、見識へ、すなわち発展した道徳性の

意識へ向かっておもむろに静かに生長」(17)する。

ここには、感性的な存在から、「いのちがけの跳躍」
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を通して道徳性へと高まるという、 『人類の発展

における自然の歩みについての私の探究』の視点

が保持されている。しかし、 『人類の発展におけ

る自然の歩みについての私の探究』において厳し

く区別された感性と宗教性とのへだたりは、家庭

生活のなかで、母親の心くぼりによって、超えら

れる可能性が示されている。

彼によれば、 「信仰の力は人類のあらゆる他の

諸能力と同様に、根源的かつ自主的に子どものう

ちに宿っている(18)」。信仰の力を発達させるの

は、陶冶された母の道徳性と、道徳的な母によっ

て構成された家庭生活とである。彼によれば、 「子

どもの愛はこの生活をつうじて自己自身を認識

し、洞察するよう高められ、それによって自己自

身、純化された高潔な精神へと高められる。子ど

もは愛のなかで人間的に高められて道徳的存在と

なる(19)。」

このように道徳性、宗教性への発達の契機は、

道徳的に陶冶された母によって構成された家庭生

活のなかにあるのであり、その意味で家庭生活を

組織する母親の道徳性や能力が重要であるといえ

る。このことはまた、本能的母性愛から理性的母

性愛の重視-の、母性観の質的変容を意味してい

る。

この点に関して、幼児教育に関する唯一の体系

的な著作である『幼児教育の書簡Letters on

early Education, 1818-19』をみてみると、このな

かでペスタロツチ-は、 「思慮深い愛aThinking

Love」としての母性愛の必要性を指摘している

ことがわかる。 『ゲルトルート児童教育法』にお

いて、母性愛の覚醒を求めていたのとは異なって、

ここでは母親の愛情の質が問題にされているので

ある。

彼によれば、子どもに内在する根源的な力は「信

仰と愛の力an active power offaith and Love」で

ある。これは、人間を他の動物と区別する力でも

ある。もちろん、人間には感性的な動物的な欲求

が内在しているという視点は保持されているが、

それをコントロールし、人間的な「信仰と愛の力」

へと導くことが教育においてもっとも重要なこと

だとされている。

彼によれば、感性的な動物的な欲求を満足させ

るとともに、それをコントロールする力を身につ

けさせ、子どもに「信仰と愛の力」を育成するの

由美子

は、 「思慮深い愛」としての母性愛である。それ

には、自然に母親にそなわる愛情に加え、教育さ

れた知性を必要とする。つまり、 「母親が自分の

愛をできるだけ強く働かせ、しかも自分の行為に

おいては思慮によって愛を調節すること」が求め

られるのである(20)。この意味で、母親の愛の質

が重視されるのである。

こうして母親の愛情の質を問題にすることによ

り、母親教育の必要性が示されるとともに、幼児

教育の一般化への方向性が切り開かれたといえよ

う。ペスタロツチ-が晩年において、イヴェルド

ン女子学校を設立したこと、また施設保育を重視

したこと(21)がここから理解されるのである。た

だし、教育において母性愛を重視するだけである

なら、それはペスタロツチ一に独自なものである

ということはできない。社会史的にみれば、母性

愛の重視は時代思潮でもあったからである。

(2)歴史的にみたペスタロッチーの母性観の独自

性

まず、 19世紀当時におけるヨーロッパの状況を

みてみると、バダンテ-ルたちの研究によって明ら

かにされたように、母性愛は19世紀のはじめころか

ら社会的に注目されるようになったといえる(22)。

「自分の子どもを育てるために、しかも自分のて

もとで大切に育てるために、自分を犠牲にすると

いう考え」(23)を受け入れた「近代的な母親」あ

るいは「新しい母親」たちは、 「主に中間の階級、

すなわち中流ブルジョアジーに属していた」(24)

このことは、近代社会の成立を推進したブルジョ

アジーの家族構成が、それまでの共同体的社会構

成にとってかわったことを示している。社会史的

にみれば、 「近代的な家族、すなわち母性愛の上

に築かれた家族」(25)の成立は、近代の大きな特

徴のひとつなのである。

母性愛はとくに子どもの教育において重視され

るが、それは子どもの自然的欲求を満たすという

意味においてだけでなく、また社会的利益という

観点からも注目される。バダンテ-ルによれば、

「母性愛は、幼児の必要性ときわめて緊密に結び

ついているが、それにおとらず緊密に、家族や社

会の大切な利益と結びついている」(26)すなわ

ち、母性愛の役割は子どもに乳を飲ませて栄養を

与えることにではなく、むしろそのことによって
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得た愛着をもとにして子どもをしつけることにあ

る。この意味で、母性愛の重視は、家庭における

女性の地位上昇と関連し、子どもを育てることに

おいて、社会的な役割を女性に与えることになっ

たといえよう。

このように母性愛への着酎まペスタロツチ一に

特有のものではない。ショーターが指摘するよう

に、 18世紀から19世紀のはじめころまでは、親が

幼児に対して関心をもたないのがふつうであった

(27)。ショーターは、母親が幼児に関心をもつよ

うになったのは、近代社会の特徴のひとつであり、

そこで「幼児に対する純粋な母性愛、つまり、自

発性と感情移入にもとづいた母親の愛」(28)が誕

生したと指摘している。母性愛への着日は、いわ

ば時代思潮だったのである。

ペスタロツチ一に特徴的な点は、母性愛重視を

労働者階級に対しても徹底した点にある。ペスタ

ロツチ-が思索の対象とした階級は基本的には18

世紀当時のスイスの中産階層(Mittelstand)であ

る。スイスの中産階層は、 19世紀以降階級的な意

味での中産階級と労働者階級に分化していく。ペ

スタロッテ-の時代はその過渡期にあたる。した

がって中産階層を対象としたペスタロツチ-の思

索は、社会変動につれて中産階級と労働者階級を

含まざるを得なくなる。こうした時代的特徴がペ

スタロツチ-の母性観にも反映されている。

スイスにおける家族史についていえば、ペスタ

ロツチ-の時代は家族の解体の初期であり、家族

が家庭外の労働-の従事をよぎなくされたこと、

近代社会のもつ社会的変動性の力によって家族が

脅かされたことが指摘されている(29)。このこと

は、共同体的家族結合を主たる基盤とした社会構

造がゆらぎ、代わって母親を中心として結合する

個別家族が成立しはじめていたこと、そうした状

況のなかで近代資本主義の進展によって個別家族

の経済的基盤が不安定になってきたことを示して

いる。その結果、 「19世紀の産業革命は婦人労働

の性格を変え」、 「く家事労働)とよばれる範囲に

限定されていた」婦人労働が、家庭外への労働へ

とその範囲を拡大したことが指摘されている(30)。

このことは、ヨーロッパにおけると同様、スイ

スにおいても母親を中心とした個別家族が成立し

つつあったという歴史的事実とともに、その個別

家族において母親がもつはずだった子どもの教育

という役割を、放乗せざるをえない状況がおこり

つつあったことを示している。こうしたなかで、

ペスタロツチ-は基本的には幼児教育における母

親の意義を強調しながらも、施設保育を認める見

解を示している(31)。これは母親を中心とした個

別家族を形成する中産階級においては母親による

教育を、社会変動によって母親の家庭外労働を余

儀なくされる労働者階級においては施設保育をと

いう、彼の複眼的な見解の現れなのである。

このようにペスタロツチ-は、母性愛の教育的

意義を強調しつつも、スイスにおける近代資本主

義の進展につれて母性観を変容させ、晩年におい

ては就学前教育施設であるキンダーハウスの意義

をも認めているのである。母性愛への着目は時代

思潮のひとつであったが、そうしたなかでペスタ

ロッテ-の独自性は、母性愛に着目しつつも時代

的要請にこたえることで母性観を変容させたこと

にある。ここからペスタロツチ-の母性観には、

母親が自然的に備える本能的な母性愛と後天的に

形成された理性的母性愛との二側面が含まれてい

るといえるのである。

2.わが国における良妻賢母主義の成立と

アンナ像の受容

(1)日本において最初に受容されたアンナ像

では日本において受容されたペスタロツチ-の

母性観はどのようなものであったのであろうか。

これをペスタロツチ-の理想的母親像ともいえる

アンナ像の日本への受容という点から検討するこ

とにする。

日本において最初にアンナの生涯が紹介された

のは、ペスタロツチ-全集の編者であるザイフア

ルトによる、 "FrauPestalozzi"の翻訳、 『ペスタ

ロツチ一に相鷹しき妻アンナ』である。この書は、

ペスタロツチ一百年祭に際して翻訳出版された(32)。

原著者であるザイフアルトは序のなかで、 「こ

の気高き夫人、信心深き殉教者、人類の最大恩人で

あるペスタロツチ-と辛酸を共にした人、困難な

りしペスタロツチ-の生涯に於て多数の人間の中

から彼にとってたった一人の最大恩人であった、

斯る人の伝記の単行本がまだ世の中に無い」(33)

ことを憂い、この書を著したと述べている。

ザイフアルトによるアンナ評価をこの著作のな

かでみてみると、大きく分けてふたつの側面があ
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ることがわかる。それは第1にペスタロツチ一に

対して感情的な意味で献身的なアンナであり、第

2に知的、理性的な意味でペスタロツチ-を支え

るアンナである。第1点についていえば、ノイホ-

フでは、アンナは、家政や子どもの教育や世話を

「すべてきちんと秩序立て、また愛に満ちた尊敬

すべき力でよく治めてくれたので、みんなから非

常に尊敬され、愛されていった」(34)こと、さら

に事業の失敗の際には、誰からも相手にされなく

なったペスタロツチ一に対し、 「少しも不平を云

わず、注意と細心のありたけを嘉して彼の困難を

軽くしようとして」いたことをとりあげ、その姿

を「いじらしい」と述べている(35)。

またペスタロツチ-が、シュタンスに赴任した

折りも、「優しき妻アンナ」は「ノイホ-フに居て、

思ひにまかせぬ境遇をどんなにかこった事であろ

う。日の登る朝、日の沈む夕どれ程神に夫の健康

を祈ったことであろう」と述べ、グルニゲルでの

養生の際には、 「アンナは飛んでいってあつい看

護をした。その心からの慰めはペスタロツチ-を

間もなく回復させていった」(36)とある。その真

偽のほどは別として、母親のような心遣いでペス

タロツチ-を見守るアンナの姿が記されている。

こうした献身的な側面とともに、アンナの知

的・理性的な側面についてもいくつか述べられて

いるO　ブルクドルフにおけるアンナは、 「老いた

勝れた夫人である。彼女は学校の経済的方面や、

彼女の夫の手紙の一部分を受けもって屠る。彼女

は実にペスタロツチ-を創造して行く様に思え

る」(37)と、トルリッツ(Torlitz)によって報告さ

れている。またイヴェルドンでは、ペスタロツチ-

の助手たちに対する忠告者であり、学園の危機に

際しては、ニーデラー(Niederer,J.を諭したり、

経済的な工面をして急場を救ったりして、学園の

維持に尽力したことが述べられている(38)。

ただ、全体的な評価としては、 「母ペスタロツ

チ-は決して夫の偉大な教育事業に手出しをする

と云う様なでしゃばりではなかった。彼女は決し

て自分の事が公にされることを欲しないでいつも

陰に隠れていた」といった「謙遜な内気」や、 「従

順な忍耐」や「信心深い辛抱さ」でもって「内助の実」

をあげた点が評価されているといってよい(39)。

これが、わが国で最初に紹介されたアンナ像であ

る。

由美子

(2)日本における良妻賢母主義とアンナ像の受容

との関連

前述したように、ペスタロツチ-は晩年には、

本能的な意味での母性愛だけではなく、教育され

た理性的な母性愛をも重視している。しかしアン

ナ像の受容においては本能的な意味での母性愛が

強調されているといえる。この点について、アン

ナ像の形成とわが国における良妻賢母主義の形成

との関連をみることは興味深いことである。

良妻賢母主義は、わが国の近代化の過程のなか

で形成された、日本独特の女性像である(40)。こ

こでは、わが国で最初に作られた幼稚園が、女子

教育の振興を目的としていた点に着目し、職業婦

人と家庭婦人の育成について明治政府がどのよう

に捉えていたのかという視点から分析を加えるこ

とにする。

明治9 (1876)年に創設された、日本初の幼稚

園である東京女子師範学校付属幼稚園は、その大

きなH的のひとつとして、女子教育の振興をあげ

ている。当時の文部大輔田中不二麿は、女子師範

学校設立の伺書のなかで、女子師範学校設立の必

要性について、 「女子ノ性質腕静膏二能ク其教科

ヲ講習スルヲ得ルノミナラス、向来幼輝ヲ撫育ス

ルノ任アレバナリ」(41)とし、女子師範学校設立

当初から幼稚園を敷設させる計画をもっていた。

明治8 (1875)年11月29日に女子師範学校が開校

され、はやくも翌年11月16日には付属幼稚園の保

育が開始されているのはこのためである。このよ

うに幼稚園は、女子教育の必要という観点から設

立されたのである。

この点を当時の女子教育論との関連でみると、

「学制」 (明治5年)の影響があることがわかる。

「学制」と同時に提示された「着手順序」によれ

ば、 「人間ノ道男女ノ差有ルコトナシ男子己二有

学女子学フ事ナカル不可」(42)である。とくに女

子は後に母親となり、 「其子才不才其母ノ賢不賢

ニヨル」から、 「一般ノ女子男子ト等シク教育ヲ

被ラシム」(43)という論調、つまり母親としての

あり方が子どもに影響するから、男子と同じよう

に女子にも教育が必要だとする考えは、当時の女

子教育振興策の重要な視点だったといえよう。東

京女子師範学校は、その具体的現れのひとつだっ

たのである。

しかし「女教師の必要性が説かれた割りに、女
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教員養成は軌道に乗らなかった」(44)。女性が働

くことに対する心理的な抵抗が強かったのであ

る。こうした傾向が転換するのは、明治28 (1895)

年ころからである。このころから国家と関連させ

て女子教育を説く傾向が強くなり、女子教育が国

策として捉えられるようになった。その要因とし

ては、日清戦争の体験によって女子を国策の受け

とめ手とする必要性が生じたこと、条約改正にと

もなって外国人の国内居住が予想されたため、女

子に日本人としての自覚を植えつける必要が生じ

たこと、婦人労働者の量的な増大と質的な変化に

ともなって、良妻賢母主義を強化する必要が生じ

たことがあげられている(45)。

ただし黄初から女子教育は、家庭人としての女

性や母親の育成のみを目的としたものではなかっ

た。当初においては、むしろ国策のにない手とし

ての女性が期待されていたのである。しかし、国

策のにない手としての女性を求めることは、家族

国家の支え手としての女性を求めることと矛盾せ

ざるをえない。 「一方において国家の支え手を要

請し、その妨げとなるなら、儒教的女性像を打破

せざるをえない。他方、家族国家的な見地から、

女性の従が必要であり、視野を広めた結果、欧米

の女性のように、真の対等を主張するようになる

のは阻止せねばならない」(46)のである。

こうして欧米的でも儒教的でもない新しい女性

像が必要とされる。それは、 「従来の家の中に閉

じこもった家庭人と異なって、新しい使命感に燃

え、国家的な視野を持ちながら、家庭の中で本分

をつくす女性が教育の理想像として措定される。

そして、在来の家庭人と一線を画した、新しい奏、

母として『良妻賢母』が叫ばれることになる」(47)

良妻賢母主義は、国策として女子労働を確保する

とともに、国体である家族国家を維持するために

作りだされたものであるといえよう。したがって

良妻賢母主義には、 「国家のにない手であると同

時に家のささえ手」という二面性が含まれること

になるが、二者択一を迫られた場合、まず家のさ

さえ手としての従を優先するのが理想であった。

家族国家の視点からみれば、女子が家庭を支えな

くなれば、家の拡大されたものである国にも影響

を与える。そこで、女子の本分として家庭での育

児が第一義のものであり、それこそが女性の使命

であるとのイデオロギーを浸透させる必要怪が生

じたのである(48)

こうして形成された良妻賢母主義の影響は、「幼

稚園令」のなかにもみられる。大正15 1925　年

に制定された「幼稚園令」には、 「幼稚園ハ幼児ヲ保

育シテ其ノ心身ヲ健全二発達セシメ善良ナル怪情

ヲ滴養シ家庭教育ヲ補フヲ以ッテ目的トス」(49)

と定められている。ここには、幼稚園教育を家庭

教育の補完とみなす視点が示されている。つまり、

家庭教育は本来母親の役割であり、それができな

い場合に、施設保育でもってそれを補うというこ

とである。

このごろすでに女子労働が増加していたこと

は、 「幼稚園令」の「施行規則制定ノ要旨並施行

上ノ注意事項」に伺える。ここでは、 「・-殊こ社

会生活日二複雑を加へ一家ノ事情意ヲ子女の教養

に専ラニスルコト能ハサル者漸クオオカラムトス

ル今日ニアリテハ幼稚園ノ任務ハ益々重要ノ度ヲ

加へサルヲ得ス-」(50)として、保育時間の延長

と3歳未満の乳幼児の保育が認められている。幼

稚園は託児所的機能をもつようになっているので

ある。それにもかかわらず、原則として「家庭教

育ヲ補フ」ことが目的としてあげられているのは、

女子の本分は家庭にあるという良妻賢母主義の影

響によるものであるといえよう。女性には家庭に

おける育児の役割が与えられ、母親として生きる

ことが女性の理想という考え方がここにもみられ

るのである。

この観点は、前述した理想的母親像としてのア

ンナ像と一致する。前述したように、 『ペスタロツ

チ一に相麿しき妻アンナ』のなかにも、理怪的な

教養あるひとりの女性としてのアンナ像が示され

ていないわけではない。けれどもそうした女性像

は、日本の近代化政策において必要とされた女性

像とは相いれないものであったと思われる。その

ため、教養あるひとりの女性としてのアンナ像は

とりあげられず、ペスタロツチ-を支えた献身的

な自己犠牲的な女性像のみが強調されることに

なったのではないだろうか。

おわりに

以上述べてきたように、わが国におけるアンナ

像の受容には、近代化の過程において形成された

良妻賢母主義との関連があるように思われる。良

妻賢母主義も、本来は女性に男性と同様の理性や

-105-



鈴　木

知性を求めるところから生じているのだが、近代

日本における家族国家主義イデオロギーの枠組み

からでることはできなかったのである。したがっ

てアンナ像の受容も、日本における家族国家主義

イデオロギーの枠内であったと考えられる。自分

の意志に従った強い女性としてのアンナではな

く、夫を陰で支えた忍従する女性としてのアンナ

が強調されたのもこの点から説明できるといえよ

う。このように、アンナ像の受容は時代における

家庭と国家との関係を示しているともいえる。

前述したようにペスタロツチ-は、当時勃興し

つつあった中産階層に思索の原点をおいている。

近代に形成されていく個別家族は原則的に中産階

級の実態とイデオロギーを反映している。近代革

命によって形成される政治体制は、とくに後進国

スイスにおいては二重構造をとらざるをえない。

中産階級は反革命分子でもある貧民層や労働者階

層を内包する形で、革命を遂行せざるをえないか

らである。そもそも内包されていた問題性は、ス

イスにおいては中産階層の分化にしたがって、実

態としての労働者層、貧農層において具現化され

る。とりわけ中産階級のイデオロギーとしての母

性重視は、労働者階層、貧農層の女性を抑圧する

とともに、実態としてこれらの階層の子どもたち

の発達を妨げる結果となるのである。こうした点

からみたときペスタロツチ-の母性観は、階層を

超えて実現されるべき子どもの発達保障の観点を

示しているといえよう。

このようにペスタロツチ-の母性観は、時代の

階層性を反映しているのであり、そうした時代解

釈なしに母性愛重視の思想のみを受容した場合、

それは形式的受容となるだけでなく、本来の意義

さえも失わせてしまう結果となる。すなわち単な

る母親崇拝となって、実質的な子どもの発達保障

を妨げる結果となるのである。

ここから近代家庭教育論における理想的母親像

は、それを形成する階層のイデオロギーを反映し

ていることが予想される。日本におけるアンナ像

受容の形式も、近代化を押し進めた階層を示して

いると予想されるのである。この点については塙

を改めて論じたい。
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